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寺
子
屋
と
筆
子
塚

ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
庶
民

の
あ
い
だ
で
は
、

学
問
の
あ
る
人
を

師
匠
に
し
て
、
読

み
書
き
を
す
る
場

が
自
然
発
生
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

　
江
戸
時
代
の
前

半
に
各
地
で
発
生
・
普
及
し
て
い

き
、
中
頃
に
な
る
と
激
増
し
て
い
ま

は
っ
と

お
ふ
れ

す
。
こ
れ
に
は
幕
府
が
法
度
や
御
触

を
庶
民
に
理
解
さ
せ
、
守
ら
せ
る
こ

と
を
期
待
し
た
こ
と
も
大
き
な
影
響

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
師
匠
の
多
く
は
僧
侶
で
す
が
、

江
戸
や
城
下
町
で
は
収
入
の
少
な
い

武
士
が
教
え
た
り
、
村
方
で
は
隠
居

し
た
村
役
人
や
医
師
・
神
主
な
ど
の

知
識
人
も
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
で
寺
子
屋
が
い
つ
で
き
た

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
寺
子
屋
の

師
匠
の
墓
で
、
最
も
古
い
の
は
、
西

ち
も
ん

岬
地
区
香
の
金
剛
寺
に
あ
る
智
問
と

い
う
住
職
の
も
の
で
す
。
延
宝
６
年

（
一
六
七
八
）
に
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
お
墓
は
庶
民
の
弟
子
14

人
が
建
て
た
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
読
み
書
き
を

習
っ
た
弟
子
た
ち
が
、
師
匠
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
そ
の
恩
に
報
い
る
気

持
ち
か
ら
建
て
た
お
墓
を
、
筆
子
塚

と
呼
び
ま
す
。
市
内
で
は
34
基
の
筆

子
塚
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く

は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
も
の

で
、
な
か
に
は
師
匠
の
経
歴
が
書
か

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
見
る
と
ど
ん
な
師
匠
が

い
た
の
か
わ
か
り
ま
す
。
僧
侶
の

場
合
は
、
地
元
出
身
の
人
も
い
ま
す

が
、
多
く
は
他
地
域
出
身
の
住
職
で

す
。
村
の
名
主
や
医
者
な
ど
は
地
元

の
人
で
す
が
、
北
条
な
ど
の
町
場
で

は
、
他
地
域
か
ら
来
て
い
た
文
化
人

が
教
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
公
立
の
学
校
が
な
か
っ
た
江
戸

時
代
、
教
育
は
師
匠
の
善
意
や
奉

仕
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
ぶ

意
欲
を
も
っ
た
筆
子
は
そ
の
恩
に

感
謝
し
、
師
匠
の
墓
を
建
て
て
い

た
の
で
す
。

　
市
立
博
物
館
の
３
月
の
休
館
日

は
、４
日
、11
日
、18
日
、22
日
、25
日

で
す
。

　
お
正
月
南
房
総
第
５
回
小
学
生

第
２
回
中
学
生
将
棋
大
会
が
館
山

北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
日
本
将

棋
連
盟
安
房
支
部
主
催
で
、
先
月

５
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
は
も
と
よ
り
神
奈
川
県
や

八
王
子
か
ら
小
学
生
91
人
、
中
学

生
24
人
が
参
加
。
昨
年
よ
り
も
全

体
で
47
人
多
い
出
場
で
、
年
々
参

加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
の
よ
う
な
地
方
で
の

全
国
大
会
は
少
な
く
、
毎
年
、
年

初
め
に
館
山
市
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
正
月
休
み
を
利
用
し
て
、
家

族
連
れ
で
、
旅
行
を
か
ね
て
参
加

す
る
人
も
い
ま
す
。

　
大
会
は
、
名
人
戦
ク
ラ
ス
、
Ｂ

Ⅰ
（
中
級
ま
た
は
高
学
年
）、
Ｂ
Ⅱ

（
初
級
ま
た
は
低
学
年
）
、
中
学

生
ク
ラ
ス
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

日
頃
の
腕
前
を
競
い
ま
し
た
。

　
腕
を
組
み
な
が
ら
、
次
の
手
を

考
え
る
様
子
は
、
大
人
さ
な
が
ら
。

時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て
、
秒
読
み
で

対
局
す
る
組
も
あ
り
ま
し
た
。

千
500
万
人
と
も
言
わ
れ
る
将
棋

人
口
の
中
で
、
小
学
生
は
１
割
程

度
。
少
子
化
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な

ど
の
影
響
で
、
ち
び
っ
こ
棋
士
も

少
な
く
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
小

さ
い
頃
か
ら
将
棋
を
覚
え
、
夢
中

に
な
る
子
も
多
く
、
最
近
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
対
戦
相
手
を
見

つ
け
た
り
、
友
達
に
な
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

し
ょ
う
い
ち

市
内
で
は
、
鈴
木
翔
一
（
二
中

２
年
、
初
段
）
君
が
、
中
学
生
ク

ラ
ス
で
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

【
表
紙
は
対
局
す
る
鈴
木
君
】

しゃくぞう

▲大賀の積蔵院にある筆子塚
シ
リ
ー
ズ市民 ～ よ こ が お 編 ～お正月は館山で将棋大会！

　
江
戸
時
代
の
子
ど
も
た
ち
が
読

み
書
き
を
学
ん
だ
場
と
し
て
「
寺

子
屋
」
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
寺
小
屋
」
で
は
な
く
「
寺
子

屋
」
と
書
き
ま
す
。
寺
で
学
ぶ
子

ど
も
を
寺
子
と
い
う
の
で
、
学
ぶ

場
所
は
寺
子
屋
な
の
で
す
。

　
筆
子
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

す
。
寺
子
よ
り
も
よ
く
使
わ
れ
た

言
葉
の
よ
う
で
す
。
筆
で
文
字
を

教
え
て
も
ら
う
子
ど
も
た
ち
、
あ

る
い
は
弟
子
た
ち
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
筆
子
の
ほ
う
が
し
っ
く

り
く
る
よ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
師
匠
の
も
と

で
実
践
的
な
読
み
書
き
を
習
い
、

場
所
に
よ
っ
て
は
そ
ろ
ば
ん
（
計

算
）
も
習
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
庶
民
の
生

産
力
が
増
し
、
流
通
も
活
発
に
な

り
、
生
活
水
準
が
向
上
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
う
な
る
と
生
活
で
も
商
売

で
も
、
取
引
や
駆
引
き
の
な
か
で
、

文
字
の
使
用
や
計
算
の
能
力
が
求
め m u s e u m
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「男だから、女だから」
　
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
し
た
い
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
性
別
に
よ
っ
て
決
め
つ
け
ら
れ
て
い
た
り

と
い
っ
た
、
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
を
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
市
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ

ず
、
女
性
も
男
性
も
自
分
の
意
志
で
社
会
に
参
画
し
、
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
、
お
互
い
が
支
え
合
っ
て
い
く
男
女

共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
市
職

員
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
企
画
課
女
性
施
策
担
当
（
!

22
―
３
１
６
３
）

　
市
職
員
の
男
女
平
等
意
識
と
庁

内
体
制
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
、
昨
年
７
月
、
市
職
員
477
人
を
対

象
に
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
性
別
役
割
分
担
の

問
い
で
は
「
夫
婦
と
も
仕
事
、
家

事
・
育
児
は
平
等
」
を
理
想
の
形

態
と
考
え
て
い
る
人
が
全
体
の
54

％
と
最
も
多
い
半
面
、
実
際
に
家

庭
で
の
役
割
に
つ
い
て
の
問
い
で

は
「
夫
婦
と
も
仕
事
、
家
事
・
育

児
は
主
に
女
性
」
と
回
答
し
た
人

が
36
％
で
最
も
多
く
、
理
想
と
現

実
と
の
ひ
ら
き
が
表
れ
ま
し
た
。

「
長
期
介
護
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
、
ど
ん
な
介
護
を
望

む
か
」
に
つ
い
て
の
問
い
で
は
、

「
配
偶
者
に
介
護
し
て
ほ
し
い
」

が
33
％
、
次
い
で
「
病
院
・
老
人

ホ
ー
ム
等
の
養
護
施
設
に
入
り
た

い
」
27
％
で
し
た
。
さ
ら
に
、
男

女
別
に
み
る
と
、
男
性
は
「
配
偶

者
に
介
護
し
て
ほ
し
い
」
39
％
、

「
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
の
養
護

施
設
に
入
り
た
い
」
27
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
女
性
は
「
病
院
・
老

人
ホ
ー
ム
等
の
養
護
施
設
に
入
り

た
い
」
29
％
、
「
配
偶
者
に
介
護

し
て
ほ
し
い
」
23
％
と
の
結
果
か

ら
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
方
が
配

偶
者
か
ら
の
介
護
を
あ
て
に
し
て

い
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
昼
食
時
の
お
茶
出
し
に

つ
い
て
で
は
、
76
％
が
各
自
で
入

れ
る
べ
き
だ
と
感
じ
て
い
る
の
に

対
し
、
現
実
に
は
77
％
が
女
性
が
入

来
年
度
に
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定

　
市
で
は
、
男
女
が
共
に
社
会
に

参
画
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
平
成
11
年
４
月
に
館
山
市
コ
ー

ラ
ル
会
議
を
設
置
。
コ
ー
ラ
ル
会

議
で
は
、
昨
年
３
月
に
は
「
館
山

市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
向
け
て
の
基
本
的
な
考

え
方
及
び
方
向
性
に
つ
い
て
」
の

建
議
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
昨
年

４
月
に
は
、
第
２
期
の
コ
ー
ラ
ル

会
議
を
ス
タ
ー
ト
。
講
演
会
や
企

画
講
座
を
通
じ
て
、
男
女
共
同
参

画
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
施
策
の
指
針
と
な

る
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
来
年

度
中
に
策
定
す
る
た
め
に
、
現

在
、
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

れ
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
も
現
実
と
理
想
の
ひ
ら
き

が
は
っ
き
り
と
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
に
と
っ
て
必
要
な
施
策
に
つ

い
て
の
問
い
で
は
「
保
育
園
の
整

備
や
保
育
時
間
の
延
長
」
182
人
、

「
女
性
の
学
習
の
場
を
充
実
し
、

女
性
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
」

179
人
、
「
女
性
の
雇
用
促
進
と
管

理
職
へ
の
登
用
を
図
る
」
138
人
、

「
各
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
へ
女

性
を
も
っ
と
多
く
登
用
す
る
」
122

人
（
複
数
回
答
）の
順
位
で
、
女
性

を
取
り
巻
く
環
境
整
備
と
地
位
向

上
に
関
す
る
こ
と
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
全

般
的
に
女
性
へ
の
社
会
的
な
進
出

に
つ
い
て
、
前
向
き
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
男
女
共

同
参
画
へ
の
意
識
は
あ
る
も
の
の

実
生
活
の
中
で
は
、
ま
だ
ま
だ
定

着
し
て
い
な
い
と
言
え
ま
す
。

　ドメスティック・バイオレ

ンス（ＤＶ）は、「夫やパー

トナーなど、親密な間柄にあ

る、男性から女性に対して振

るわれる暴力」のこと。

　家庭内の問題であることが

多く、あまり表面化されませ

んでしたが、昨年、ＤＶ防止

法が施行され、法的にも被害

者を救済できるようになりま

した。

　相談／安房支庁社会福祉課

（!22―7121）【9:00～17:

00、土日祝日を除く】

男女共同参画社会の実現をめざして
家庭の中のジェンダーに気づこう

特 集

理
想
と
現
実
の
ひ
ら
き
、
ま
ざ
ま
ざ
と

まだまだありま
せんか？

夫からの暴力
ありませんか？
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イ ベ
　
館
山
市
教
育
委
員
会
表
彰
が
こ
の

ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰

は
２
団
体
１
個
人
計
12
人
で
す
。

　
第
21
回
千
葉
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
剣
道
交
流
大
会
兼
第
24
回
全
国

大
会
予
選
会【
団
体
】で
優
勝
し
た

神
戸
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
メ

だ
い
じ
ゅ

ン
バ
ー
は
、
西
岬
小
の
山
田
大
樹

か
ず
た
か

（
６
年
）
く
ん
、
飯
田
一
貴
（
６

年
）
く
ん
、
神
余
小
の
加
藤
香
織

（
６
年
）
さ
ん
、
神
戸
小
の
島
田

り

お

理
央（
４
年
）く
ん
、
渡
邉
美
紗
惠

（
６
年
）
さ
ん
で
、
先
月
７
日
の

始
業
式
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
戸
小
で
は
、
島
田
く
ん
、
渡
邉

げ
ん

さ
ん
に
佐
野
元
校
長
か
ら
表
彰
状
と

メ
ダ
ル
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
年
生
か
ら
ス
ポ
少
で
剣
道
を

の 広市 民 場

　
ワ
ク
ワ
ク
さ
ん
と
ク
マ
の
ゴ
ロ

リ
く
ん
の
工
作
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
で
す
。
う
た
の
お
ね
え
さ

ん
の
ク
ル
ミ
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に

来
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。

　
時
間
／
午
前
10
時
30
分
開
場
　

午
前
11
時
開
演

　
会
場
／
大
ホ
ー
ル

　
申
込
方
法
／
２
月
20
日
（
水
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
用
と

返
信
用
表
面
に
、
住
所
、
氏
名

（
３
人
ま
で
）
、
年
齢
（
往
復
ハ

ガ
キ
表
面
に
は
電
話
番
号
も
）
を

記
入
し
て
、
申
込
先
ま
で
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
。
後
日
１
枚

で
３
人
ま
で
入
場
で
き
る
整
理
券

を
郵
送
し
ま
す
。

　
申
込
先
／
〒
294
―
８
６
０
１
　

生
涯
学
習
課

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
紙
工
作
、
古
代
塩

　
会
場
／
ホ
ー
ル
芝
生
広
場

豚
汁
サ
ー
ビ
ス

　
会
場
／
ホ
ー
ル
芝
生
広
場

　
中
央
公
民
館
や
地
区
公
民
館
で

活
動
す
る
71
サ
ー
ク
ル
が
一
同
に

集
ま
り
、
日
頃
の
学
習
成
果
を
発

表
し
ま
す
。

　
初
歩
か
ら
熟
練
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
作
品
の
展
示
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
も
あ

り
ま
す
。

　
展
示
（
56
サ
ー
ク
ル
）

　
日
時
／
３
月
２
日（
土
）
、
３
日

（
日
）
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
、
４
日（
月
）
午
前
10

時
か
ら
正
午

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
ス
テ
ー
ジ
発
表（
15
サ
ー
ク
ル
）

　
日
時
／
３
月
２
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
（
予
定
）

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館
（
!
23

―
３
１
１
１
）

　
国
土
交
通
省
、
千
葉
県
、
館
山

市
で
は
、
観
光
の
視
点
で
、
半
島

地
域
の
活
性
化
を
考
え
よ
う
と
今

月
19
日
か
ら
21
日
に
、
南
総
文
化

ホ
ー
ル
で
「
移
動
半
島
ツ
ー
リ
ズ

ム
大
学
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
19
日
に
は
、
南
房
総
の
海
と
光

を
こ
よ
な
く
愛
し
、
千
倉
町
に
海

岸
美
術
館
を
も
つ
、
浅
井
愼
平
氏

と
堂
本
知
事
の
特
別
対
談
な
ど
の

公
開
講
座
を
開
催
し
、
市
民
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
公
開
講
座
】

　
日
時
／
２
月
19
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
①
特
別
対
談
／
「
南
房
総
の
自

然
と
風
景
」
　
写
真
家
浅
井
愼
平

氏
、
知
事
堂
本
暁
子
氏

　
②
半
島
地
域
活
性
化
優
良
事
例

表
彰
式
及
び
事
例
発
表

　
③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

／
「
半
島
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す
」

　
パ
ネ
リ
ス
ト
／
枇
杷
倶
楽
部
加

藤
文
男
氏
、
須
藤
牧
場
須
藤
陽
子

あ
す
け
ま
ち

な
わ
て

氏
、
足
助
町
観
光
協
会
縄
手
雅
守

氏
、
ゆ
と
り
研
究
所
野
口
智
子

氏
、
日
本
大
学
教
授
近
藤
健
雄
氏

　
問
合
せ
／
市
企
画
課
（
!
22
―

３
１
６
３
）

移
動
半
島
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学

▲浅井愼平氏▲堂本暁子氏

▲昨年の展示風景

　
先
月
13
日
、
平
成
14
年
館
山
市

成
人
式
が
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
振
袖
や
黒
色

ス
ー
ツ
、
羽
織
姿
が
多
い
中
「
目

立
と
う
と
思
い
、
こ
の
日

続
け
て
い
る
島
田
く
ん
は
「
普
段

の
練
習
は
、
週
３
回
だ
け
ど
、
試

合
の
前
に
は
、
毎
日
練
習
し
て
つ

ら
か
っ
た
。
決
勝
戦
で
勝
て
て
う

れ
し
か
っ
た
」
渡
邉
さ
ん
は
「
今

日
、
急
に
表
彰
さ
れ
て
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
負
け
た
く
な
い
か

ら
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
そ
の
他
に
表
彰
さ
れ
た

人
た
ち
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
13
年
度
千
葉
県
中
学
校
新

人
体
育
大
会
剣
道
女
子【
団
体
】優
さ
　
や

勝
／
房
南
中
学
校
、
豊
田
紗
也

み
ど
り

（
２
年
）
、
坂
本
翠
（
１
年
）
、
島

田
由
美
（
２
年
）
、
天
野
沙
織
（
１

り
　
さ

こ
た
に

年
）
、
加
藤
梨
紗
（
２
年
）
、
小
谷

祐
美（
１
年
）

　
平
成
13
年
度
千
葉
県
中
学
校
新

人
体
育
大
会
剣
道
女
子【
個
人
】優

勝
／
房
南
中
学
校
、
加
藤
梨
紗

（
２
年
）

の
た
め
に
甲
冑
を
買
い
ま
し
た
」

と
い
う
若
武
者
も
い
ま
し
た
。
各

地
で
「
荒
れ
た
成
人
式
」
が
話
題

に
な
り
ま
す
が
、
会
場
は
終
始
、

和
や
か
で
静
か
な
式
典
で
し
た
。

　
新
成
人
が
生
ま
れ
た
昭
和

56
年
４
月
～
57
年
３
月
は
、

千
代
の
富
士
が
第
58
代
横
綱

と
な
り
、
英
王
室
チ
ャ
ー
ル

ズ
皇
太
子
が
結
婚
。
ド
ラ
え

も
ん
や
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
が
人

気
の
頃
。
「
ウ
ッ
ソ
ー
、
ホ

ン
ト
ー
、
カ
ワ
ユ
ー
イ
」
が

流
行
語
と
な
っ
た
年
で
し

た
。
式
に
は
対
象
者
の
約
８

割
に
あ
た
る
482
人
（
男
性
238

人
、
女
性
244
人
）
と
、
４
人

の
名
誉
市
民
、
市
議
会
議

長
、
地
元
県
議
、
海
上
自
衛

▲左から島田理央くんと渡邉美紗惠さん

▲20歳の誓いを披露する小川愛さん

▲甲冑姿の若武者

隊
第
21
航
空
群
司
令
ら
34
人
の
来

賓
が
出
席
。
辻
田
実
市
長
は
「
21

世
紀
と
と
も
に
大
き
く
は
ば
た
い

て
、
希
望
に
満
ち
た
人
生
を
歩
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
新
成
人
を
代
表
し
て
、
小

川
愛（
房
南
中
出
身
）さ
ん
が
「
高

二
時
代
、
保
健
室
の
先
生
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
立
ち
直
り
、
そ
れ
か
ら

養
護
教
諭
に
な
る
の
が
夢
で
す
」

と
体
験
を
交
え
た
20
歳
の
誓
い
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
式
で
は
、
は
じ
め
て
市

民
に
呼
び
か
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

15
人
が
、
受
付
、
舞
台
の
設
営
、

来
賓
の
誘
導
、
写
真
や
カ
メ
ラ
撮

影
、
野
点
な
ど
を
手
が
け
、
側
面

か
ら
祝
い
ま
し
た
。
中
国
人
の

す
う
し
ょ
う

鄒
晶
さ
ん
は
「
中
国
で
は
成
人
式

の
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
手

伝
い
で
き
て
、
う
れ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
館
山
白
百
合
合

奏
団
の
「
飛
翔
」
と
い
う
力
強
い

和
太
鼓
の
演
奏
で
、
式
典
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

▲ワクワクさん（久保田雅人）
　　ｃNHK・SW

▲ゴロリ　ｃNHK・SW

早
春
の
花
見
茶
会

　
日
時
／
２
月
10
日（
日
）午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
場
所
／
城
山
雁
月
庵

　
料
金
／
一
服
300
円

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
係

（
!
22
―
３
６
９
８
）

『
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
』

　
　
　
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

子どもフェスティバル
『つくってあそぼ』がやってくる

　３月３日（日）に南総文化ホールで「館山市生涯学習・子どもフェ

スティバル」を開催します。ＮＨＫ教育テレビ『つくってあそぼ』

オンステージの他、ワークショップ、豚汁サービスもあります。

　問合せ／生涯学習課社会教育係（!22―3698）

湯をかけて　無病息災

サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

いつくしま ゆだてしんじ

　西川名の厳島神社で、先月15日、湯立神事が行

われ、地区の人々など50人が無病息災を祈願しま

した。神前での式典後、境内に備え付けられた大

釜の中の煮立ったお湯を、白装束の神官役が笹で

まわりに振りかけます。このお湯を浴びると厄払

いになるといわれ、熱いながらも釜のまわりに集

まります。振りかける神官役もずぶ濡れになりな

がら四方へお湯をかけていました。かける度にあ

たりは、白い湯気で包まれました。一段落つくと、

持ち寄ったタオルや手拭いを釜の湯に浸し、持ち

帰って家族の身体を拭き、無病息災を祈ります。

　地元では、シオマツリと呼び、昭和63年10月に

市指定無形民俗文化財に指定されています。

負
け
た
く
な
い
か
ら
が
ん
ば
れ
た
！

お
ご
そ
か
に
　
大
人
の
仲
間
入
り



ら せ

６平成14年２月１日７ だん暖たてやま

　
下
水
道
課
で
は
、
公
共
下
水
道

の
事
業
計
画
を
変
更
す
る
た
め
、

計
画
の
変
更
案
を
み
な
さ
ん
に
お

見
せ
し
ま
す
。
お
も
な
変
更
内
容

は
、
事
業
区
域
の
拡
大
と
事
業
期

間
の
延
伸
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
縦
覧
し
、
み
な

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
う
か
が
っ
た

後
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
認
可
さ

れ
る
と
、
正
式
に
公
共
下
水
道
事

業
認
可
区
域
と
な
り
ま
す
。

　
５
月
に
認
可
を
受
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
前
後
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
期
間
／
２
月
６
日
（
水
）
～
19

日
（
火
）（
土
、
日
曜
日
、
祭
日
は

除
き
ま
す
）

　
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

　
場
所
・
問
合
せ
／
下
水
道
課
建

設
係
（
!
22
―
３
６
７
４
）

　
公
共
下
水
道
事
業
の
認
可
区
域

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
予
定
し

お 知

て
い
る
区
域
が
正
式
に
下
水
道
事

業
認
可
区
域
に
な
る
と
合
併
処
理

浄
化
槽
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課
環
境
衛

生
係
（
!
22
―
３
３
５
２
）

　
昨
年
９
月
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
め
ざ
し

て
「
館
山
市
行
政
改
革
３
ヶ
年
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
は
、
可
能
な
限
り
数
値
目
標
を

設
定
し
て
確
実
な
行
政
改
革
の
推

進
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
と
共
に

行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
声
を
幅
広
く
取
り
入
れ

る
よ
う
公
募
委
員
を
含
む
市
民
代

表
で
構
成
す
る
「
館
山
市
行
政
改

革
推
進
市
民
会
議
」
を
設
置
し
ま

す
。
今
回
こ
の
中
の
公
募
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
行
政
改
革
の
進
捗
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
目
で
見

た
意
見
や
助
言
な
ど
を
い
た
だ

き
、
常
に
業
務
の
再
点
検
を
行
っ

て
い
く
よ
う
一
般
の
人
か
ら
の
手

紙
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
意
見
を
随
時

受
付
け
ま
す
。

　
募
集
人
員
／
３
人

　
任
期
／
平
成
14
年
４
月
１
日
～

　
教
育
委
員
会
で
は
、
建
物
の
補

修
な
ど
の
営
繕
業
務
を
行
う
非
常

勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
職
種
・
人
数
／
営
繕
大
工
、
１
人

　
勤
務
内
容
／
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
の
建
物
の
営
繕

　
資
格
／
営
繕
技
術
の
あ
る
人

　
雇
用
期
間
／
平
成
14
年
４
月
１

日
～
平
成
14

年
９
月
30
日
ま
で

（
再
雇
用
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
勤
務
日
／
週
５
日
以
内

　
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

　
賃
金
／
時
間
給 

千
360
円

　
申
込
方
法
／
２
月
20
日
（
水
）

ま
で
に
写
真
付
き
の
履
歴
書
を
申

込
先
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
選
考
／
書
類
選
考
と
面
接

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
庶
務
施
設

課
（
!
22
―
３
６
８
５
）

平
成
17
年
９
月
30
日

　
応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤

の
満
20

歳
以
上
で
、
年
２
回
程

度
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会

議
に
出
席
で
き
る
人

　
応
募
方
法
／
作
文
「
私
が
委
員

に
応
募
す
る
理
由
」
（
800

字
以

内
・
様
式
任
意
）
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
応
募
先
へ
直

接
ま
た
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
３
月
20
日（
水
）（
当
日
必

着
）
　
こ
の
計
画
は
、
市
役
所
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
　
総
務
課
事
務
管
理
係

（
!
22
―
３
２
１
８
　
Ｅ
メ
ー
ル

so
u
m
u
k
a
@
c
ity
.ta
te
y
a
m
a
.

c
h
ib
a
.jp

）

　
千
葉
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正

で
、
来
年
度
か
ら
自
動
車
税
の
税

率
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
環
境
に
負
担
の
小
さ
い
自
動
車

は
、
そ
の
排
出
ガ
ス
性
能
に
応
じ

て
現
行
の
税
率
よ
り
13
％
か
ら
50

％
を
軽
減
し
ま
す
。
一
方
、
一
定

年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
担
の
大

き
い
自
動
車
の
税
率
は
現
行
の
も

の
よ
り
10
％
重
く
な
り
ま
す
。

　
館
山
市
の
条
例
や
規
則
な
ど
を

ま
と
め
た
「
館
山
市
例
規
類
集
」

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る

　市道１１２５号線の道路舗装工事を行います。工事期

間中、片側通行になります。大型車両は通行ができなく

なります。

　工事期間／２月上旬～３月下旬

　問合せ／建設課維持係（!22－３６３７）

　
排
気
量
の
区
分
に
応
じ
た
税
率

に
改
正
さ
れ
、
乗
用
車
の
８
割
程

度
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
急
激
な

税
負
担
の
変
動
を
緩
和
す
る
た

め
、
14
年
度
と
15
年
度
は
、
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
千
葉
県
自
動
車
税
事

務
所
課
税
課
（
!
043
―
243
―
２
７

２
１
）

「
館
山
市
例
規
類
集
」
に
は
、
検
索

機
能
が
あ
り
、
探
し
た
い
条
例
や
規

則
な
ど
を
目
次
や
題
名
の
一
部
に
使

わ
れ
て
い
る
単
語
、
公
布
日
な
ど
で

検
索
で
き
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／h

ttp
://

w
w
w
.city.tateyam

a.ch
ib
a.jp
/

　
問
合
せ
／
総
務
課
法
規
係
（
!

22
―
３
２
１
８
）

　
高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
な
ど

の
入
学
者
や
在
学
者
は
、
国
民
生

活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
融
資
額
／
学
生
・
生
徒
１
人
あ

た
り
200
万
円
以
内

　
融
資
期
間
／
10
年
以
内
（
在
学

期
間
以
内
で
元
金
据
置
が
可
能
）

　
返
済
方
法
／
毎
月
元
利
均
等
払

（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
が
可
能
）

　
利
率
／
年
１
・
７
％
（
固
定
）

【
平
成
13
年
12
月
末
日
現
在
】

　
問
合
せ
／
国
民
生
活
金
融
公
庫

館
山
支
店
（
!
22
―
２
９
１
１
）

　
牛
の
え
さ
の
自
給
率
向
上
を
め

ざ
し
た
館
山
市
自
給
飼
料
生
産
組

合
で
は
、
牛
の
え
さ
を
作
る
た
め

の
水
田
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
水
田
で
、
組
合
員
に

貸
し
て
い
た
だ
け
る
人
は
、
農
業

委
員
会
の
農
地
銀
行
に
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

　
希
望
す
る
水
田
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
場
所
／
那
古
ま
た
は
高
井
地
区

　
図
書
館
は
、
資
料
整
理
の
た

め
、
２
月
19
日
か
ら
21
日
の
３
日

間
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
図
書
館
（
!
22
―
０

７
０
１
）

　
市
内
で
、
郵
便
局
の
職
員
を

装
い
、
家
庭
を
訪
問
し
「
貯
金

通
帳
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
「
貯

金
が
い
く
ら
あ
る
か
」
な
ど
と

聞
き
出
す
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
郵
便
局
職
員
は
、
制
服
を
着
用

し
、
必
ず
写
真
入
り
の
胸
章
を
つ

け
、
職
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
　
郵
便
局
で
は
「
不
審
に
思
っ

た
と
き
は
、
局
名
を
聞
き
、
電

話
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。
ニ
セ

局
員
と
判
断
し
た
と
き
は
警
察

や
郵
便
局
に
連
絡
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
郵
便
局
総
務

課
（
!
22
―
０
０
０
１
）

平
成
14
年
第
１
回

市
議
会
定
例
会
の

招
集
予
定
日
は

２
月
25
日
（
月
）
で
す

　
面
積
／
２
反
（
２
千
㎡
）
以
上

の
基
盤
整
備
さ
れ
た
水
田

　
問
合
せ
／
農
水
産
課
農
政
係

（
!

22
―
３
３
９
６
）、
農
業
委

員
会
（
!
22
―
３
５
３
９
）

事業計画変更による
事業認可区域（案）

現在の事業認可区域

終末処理場
鏡ケ浦クリーンセンター

合
併
浄
化
槽
の

補
助
対
象
区
域
も
変
わ
る

推
進
市
民
会
議
の
公
募
委
員

非
常
勤
の
営
繕
大
工

募 集

ご
意
見
を
聞
か
せ
て
！ 

下
水
道
計
画

グ
リ
ー
ン
化
税
制

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
の
税
率

ニセ郵便局員にご注意

国
の
教
育
ロ
ー
ン

転
作
に
牛
の
え
さ
づ
く
り

自
動
車
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

条
例
や
規
則
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
！

舗装工事で片側通行 行
政
改
革


